
 

 

 

 

 

 

令和 7年度第２回コミュニティ・スクール（学校運営協議会）開催 

12月 5日、今年度 2回目の学校運営協議会を開催いたしました。 

今回は、インクルーシブな学校運営モデル事業など学校の様々な取組についての情報共有をは

じめ、今後の学校運営協議会の方向性に関しても確認を行いました。 

協議会終了後には、翌日に開催される「展示即売会」の会場を回り、各学科の製品や特色につ

いて触れていただくことができました。 

 

インクルーシブな学校運営モデル事業について 

○カリキュラムマネージャーの寺田より、今年度の取組についてホームページに掲載されて

いる資料をもとに本事業における柱「学校運営、交流及び交流学習、合同の研修」に関し

て、実際に推進している取組の説明を行いました。 

・「交流及び共同学習」 

 更農との直接的、間接的な学習を含め、昨年度よりも実施回数が倍増するなど、取組を進 

めることができているとの現状についての報告がありました。美術や音楽の授業に更農の 

生徒が参加した学習、毎年実施している２学年の学校間交流といった直接的な共同学習以 

外にも間接的な交流として、意見発表会（更農）の様子を昼休みに放映したり、中高養の 

美術作品を更農の学校祭で展示したりと取組を実施することができました。 

・「オンライン共同学習」 

 両校の生徒が同じ授業を受けるオンライン共同学習では、本校からの参加生徒数が昨年度 

の３名から今年度は１０名に増え実施することができています。学習内容としては、日常

生活から課題場面を設定し、話し合いによって問題解決を図るもので、両校の生徒の意見

交換もオンラインで行うことができました。また、本校では振り返り授業で学びの定着に

もつなげることができました。 

 

学校課題への取組について 

○生徒指導部長の林より、「いじめアンケート、生徒指導」についての現状報告が行われま 

した。 

・「いじめアンケート」 

 １０月に実施されたアンケートでは「嫌な思いをしたことがある」と回答したものが１０ 

件あり、聞き取りを実施し「解決済み、継続していない」との確認ができました。また、 

「誰にも相談できない」と回答していた生徒は５月で１４件あったが、１０月では６件と

なり減少がみられ、背景には相談週間の実施などを通じて教師への相談ができるようにな

ってきたことが考えられます。 
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・「生徒指導」 

 １学期に多くあった器物破損や暴力行為に関しては、２学期に入り件数が減少しました。 

笑顔で学校生活を送ることができるように教職員だけでなく、生徒会も一緒に動き「安心 

できる環境づくり」の呼びかけを進めています。今後、ルールやきまりも時代に合わせた

形で見直しを行っていく予定です。 

 

○主幹教諭の小田原より、給食費と部活動に関する報告が行われました。 

・「給食」 

６月段階で食品等の値上がりによって赤字が８０万円ほどになったが、７月からメニュー 

改善、食材精選、品数の工夫を実施し１０月より給食費の値上げを行ったことで現在は５

０万円ほどの黒字と回復しました。次年度は、米の費用が倍近くの値上がりが予定されて

いるため、ある程度の黒字を残し、年度末の準備を進めて行きたいと考えています。 

 

・「部活動」 

サッカー部 第９回小野寺眞悟杯北海道特別支援学校フットサル大会 

【準優勝】 

卓球部 第３７回北海道障がい者卓球競技大会 

【女子の部３位】 

バスケットボール部 北海道 FIDバスケットボール選手権大会「第２２回」 

【準優勝】 

 

今後の学校運営協議会について 

学校運営協議会の法的な役割である「校長が作成する学校運営の基本方針を承認すること」

を改めて確認しました。今後は、議事と熟議を合わせた学校運営協議会を推進し、年３回の

流れを確認させていただきました。 

 

【学校運営協議会の年間の流れについて】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

次年度のグランドデザインについて 

佐藤校長より、グランドデザイン作成にあたり、先生方の声を大事にしていきたいとの考

えから、アンケートを実施し回答数は６２名（教職員数９０名）であったとの報告がありま



した。 

アンケートからは、ポジティブな言葉、      【グランドデザイン（仮）】 

ネガティブな言葉があがってきました。 

これらの言葉をＡＩを使い分析したとこ 

ろ、育成したい生徒の姿を４つに分ける 

ことができました。 

具体的に「こころをつくる」「安心をつ 

くる」「繋がりをつくる」「未来をつくる」 

（右図参照）とし、これらを束ねるもの 

として、関わる全ての人が笑顔になれる 

ように学校運営を進めて行きたいと考え 

ています。 

 今後は熟議を元にグランドデザインを 

作成いたします。 

 

 

 

 

 

 

                     

                     

 

 

 

熟議について 

 委員の皆さん、各部署担当の先生方で４グループに分かれ、学校運営に関する意見交流を

行いました。テーマは「笑顔あふれる学校づくりに向け～こんな生徒を育てたい、育ててほ

しい～」でした。熟議が始まるとすぐに各グループでは、積極的に意見を出し合う様子や意

見を深めながら交流する様子など学校に対して、子どもたちに対して熱い思いがあふれてい

ました。２０分の時間で設定していましたが時間が足りなくなってしまうほどでした。 

                             【熟議の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【熟議で出された意見】 

 

第３回 学校運営協議会は２月１８日（水）１５時００分～１６時３０分を予定
しております。 

＊ユーザーローカル AIテキストマイニングによる分析 
（https://textmining.userlocal.jp） 

https://textmining.userlocal.jp/

